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は
じ
め
に

　

戦
後
日
本
の
中
学
校
国
語
教
育
に
お
け
る
『
論
語
』
の
伝
播
形
態
は
、
従
来
、

素
読
や
か
る
た
大
会
）
1
（

と
い
っ
た
集
団
的
実
践
に
焦
点
を
当
て
て
論
じ
ら
れ
て
き

た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
と
並
行
し
て
、
課
外
読
物
を
通
じ
た
読
書
伝
播
も
展
開

さ
れ
て
お
り
、
国
語
授
業
の
延
長
線
と
し
て
読
解
力
の
育
成
や
文
化
的
素
養
の

涵
養
に
寄
与
し
て
い
た
。
こ
の
点
を
視
野
に
入
れ
る
こ
と
で
、『
論
語
』
の
受

容
を
よ
り
多
面
的
に
捉
え
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

　

日
本
社
会
に
お
い
て
『
論
語
』
は
す
で
に
教
科
書
の
範
疇
を
超
え
、
戦
後
長

期
に
わ
た
り
民
間
出
版
、
通
俗
的
解
説
、
思
想
的
受
容
と
い
っ
た
多
様
な
層
を

通
じ
て
、
持
続
的
に
「
読
ま
れ
、
読
み
継
が
れ
る
」
古
典
と
し
て
の
役
割
を
担
っ

て
き
た
。
そ
の
日
常
化
・
生
活
化
し
た
伝
播
経
路
は
、「
論
語
読
み
の
論
語
知

ら
ず
」
や
「
家
持
の
次
に
並
ぶ
が
論
語
読
み
」
と
い
っ
た
俗
諺
に
も
反
映
さ
れ

て
い
る
。

　

筆
者
が
国
立
国
会
図
書
館
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
用
い
て
行
っ
た
予
備
的
統
計
に

よ
る
と
、
一
九
四
五
年
か
ら
二
〇
二
四
年
ま
で
、『
論
語
』
を
主
題
と
す
る
出

版
図
書
は
二
八
〇
八
種
、
雑
誌
新
聞
は
二
四
七
八
冊
に
達
し
て
い
る
。
注
目
す

べ
き
は
、
そ
の
相
当
部
分
が
単
な
る
原
典
の
重
版
で
は
な
く
、
時
代
的
要
請
に

応
じ
た
再
構
築
を
伴
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
テ
キ
ス
ト
は
教
室
用
教

材
で
は
な
い
も
の
の
、
形
象
の
構
築
と
価
値
の
伝
播
に
お
い
て
潜
在
的
な
教
育

的
機
能
を
果
た
し
て
き
た
。

　

学
界
は
す
で
に
、
戦
後
日
本
に
お
け
る
『
論
語
』
の
広
範
な
伝
播
に
注
目
し

て
き
た
。
子
安
宣
邦
（
二
〇
一
七
：
五
）
は
、『
論
語
』
を
「
東
ア
ジ
ア
に
お

け
る
人
間
の
最
初
反
省
的
言
語
の
記
録
」」
と
位
置
付
け
る
と
同
時
に
、
繰
り

返
し
再
読
・
再
解
釈
さ
れ
る
思
想
テ
キ
ス
ト
で
も
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
さ

ら
に
彼
は
「
外
部
読
解
法
」
の
概
念
を
提
示
し
、
読
者
が
『
論
語
』
と
の
相
互

作
用
を
通
じ
て
主
体
的
な
経
験
的
解
読
を
行
い
、
古
典
を
自
己
の
理
解
・
吸
収

可
能
な
意
義
資
源
に
転
化
さ
せ
る
過
程
を
強
調
し
た
。
こ
の
読
書
方
式
こ
そ
が
、

『
論
語
』
が
現
代
社
会
に
お
い
て
不
断
に
再
構
築
さ
れ
得
る
重
要
な
メ
カ
ニ
ズ

戦
後
日
本
の
課
外
伝
播
に
お
け
る
孔
子
像
の
再
構
築

│
│ 『
論
語
物
語
』
と
『
孔
子
』
を
中
心
と
し
て 

│
│

潘
　
　
　
　
　
呈
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ム
で
あ
る
。こ
れ
に
呼
応
し
て
、宇
野
哲
人
（
一
九
四
五
：
十
一
）
も
ま
た
、『
論

語
』
が
孔
子
の
人
格
と
思
想
の
核
心
を
最
も
端
的
に
体
現
す
る
典
籍
で
あ
る
と

強
調
し
て
い
る
。
こ
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
課
外
テ
キ
ス
ト
に
お
け
る
「
孔
子

像
」
は
単
な
る
作
者
の
虚
構
で
は
な
く
、
古
典
と
の
対
話
過
程
に
お
い
て
生
成

さ
れ
た
文
化
的
産
物
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

課
外
読
物
と
孔
子
形
象
と
い
う
テ
ー
マ
か
ら
出
発
す
る
と
、
既
存
研
究
は
大

き
く
二
つ
の
方
向
に
分
け
ら
れ
る
。
第
一
は
日
中
孔
子
形
象
の
比
較
研
究
で
あ

る
。
日
本
学
者
は
し
ば
し
ば
孔
子
の
「
凡
人
化
」「
生
活
化
」
を
強
調
し
て
き
た
。

貝
塚
茂
樹
（
一
九
五
一
）
は
歴
史
学
的
方
法
に
よ
り
、
明
治
政
府
が
構
築
し
た

神
格
化
さ
れ
た
孔
子
を
解
体
し
、
歴
史
的
文
脈
に
位
置
付
け
ら
れ
た
孔
子
を
提

示
し
た
。
吉
川
幸
次
郎
（
一
九
五
八
）
は
解
読
過
程
に
個
体
化
的
内
省
を
取
り

込
み
、
孔
子
像
を
描
き
出
し
た
。
白
川
静
（
二
〇
〇
三
）
は
訓
詁
「
解
字
」
を

通
じ
て
、
孔
子
が
抽
象
的
な
道
徳
聖
人
で
は
な
く
具
体
的
で
実
在
的
な
人
物
で

あ
る
こ
と
を
論
じ
た
。
金
谷
治
（
一
九
八
〇
）
は
学
術
史
的
観
点
か
ら
日
中
に

お
け
る
孔
子
形
象
の
変
遷
を
検
討
し
、
井
上
靖
（
一
九
八
九
）
は
文
学
的
創
作

に
お
い
て
孔
子
を
「
一
般
の
人
」
と
し
て
描
き
、
個
人
的
体
験
を
通
じ
て
『
論

語
』
を
叙
事
に
融
合
さ
せ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
中
国
の
研
究
は
文
献
学
や
美
術
史
に
傾
斜
し
て
い
る
。
王

忠
林
（
二
〇
一
〇
：
八
十
八
）
は
孔
子
造
像
の
伝
統
を
遡
り
、
そ
の
形
象
が
時

代
と
と
も
に
変
遷
を
重
ね
て
き
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
邢
千
里
（
二
〇
一

〇
）
は
孔
子
像
が
「
神
」
か
ら
「
帝
王
」、
さ
ら
に
「
至
聖
先
師
」
へ
と
展
開

す
る
過
程
を
体
系
的
に
整
理
し
た
。
楊
旭
（
二
〇
二
三
）
は
美
術
史
的
比
較
か

ら
、
中
日
孔
子
像
の
差
異
を
論
じ
、
と
り
わ
け
日
本
の
孔
子
像
が
宗
教
や
生
活

習
俗
の
影
響
を
強
く
受
け
、
多
く
が
「
坐
像
」
と
し
て
表
現
さ
れ
て
き
た
こ
と

を
指
摘
し
て
い
る
。

　

第
二
は
、
日
本
文
学
作
品
に
お
け
る
孔
子
形
象
の
翻
案
と
教
育
的
伝
播
に
関

す
る
研
究
で
あ
る
。
近
代
以
降
、『
論
語
』
は
繰
り
返
し
「
物
語
化
」
さ
れ
て

き
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。
金
培
懿
（
二
〇
一
一
）
は
、
こ
の
傾
向

が
文
学
的
翻
案
に
お
い
て
と
り
わ
け
顕
著
で
あ
る
と
指
摘
し
、
そ
の
代
表
例
と

し
て
し
ば
し
ば
論
じ
ら
れ
る
の
が
中
島
敦
『
弟
子
』
に
お
け
る
孔
子
と
子
路
の

造
形
で
あ
る
（
李
俄
憲
、
二
〇
〇
六
；
趙
楊
、
二
〇
一
四
；
高
潔
、
二
〇
二
〇
）。

こ
れ
に
対
し
、
戦
後
教
材
に
採
録
さ
れ
、
あ
る
い
は
課
外
読
物
と
し
て
推
奨
さ

れ
た
下
村
湖
人
『
論
語
物
語
』
や
井
上
靖
『
孔
子
』
は
、
劉
萍
（
二
〇
一
五
）

を
は
じ
め
と
す
る
少
数
の
研
究
に
言
及
さ
れ
る
の
み
で
、
体
系
的
な
検
討
は
ほ

と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
い
。

　

さ
ら
に
、「
孔
子
像
」
の
教
育
的
伝
播
に
関
す
る
研
究
は
一
層
乏
し
い
。
唐

澤
富
太
郎
（
一
九
五
六
）、
大
橋
敦
夫
（
二
〇
二
一
）
の
漢
文
教
材
史
に
お
け

る
断
片
的
な
記
述
、
あ
る
い
は
鈴
木
駿
（
二
〇
二
〇
）、
荻
原
沙
織
（
二
〇
二
三
）

に
よ
る
現
場
教
育
報
告
に
お
い
て
授
業
で
の
使
用
状
況
が
簡
潔
に
触
れ
ら
れ
る

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
先
行
研
究
は
孔
子
形
象
の
多
様
性
を
多
方
面
か
ら
明
ら
か

に
し
て
き
た
が
、
戦
後
中
学
校
課
外
読
物
に
お
け
る
孔
子
像
が
い
か
に
「
外
部

読
解
」
を
通
じ
て
再
構
築
さ
れ
、
ま
た
教
育
的
伝
播
体
系
の
中
で
い
か
な
る
機

能
を
果
た
し
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
依
然
と
し
て
体
系
的
検
討
を
欠
い
て
い
る
。
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こ
の
研
究
空
白
こ
そ
が
、
本
稿
が
応
答
し
よ
う
と
す
る
課
題
で
あ
る
。

　

本
稿
は
こ
の
問
題
意
識
に
基
づ
き
、
戦
後
中
学
校
教
材
に
採
録
さ
れ
、
あ
る

い
は
推
薦
読
物
と
さ
れ
た
代
表
的
テ
キ
ス
ト
│
│
下
村
湖
人
『
論
語
物
語
』
お

よ
び
井
上
靖
『
孔
子
』
│
│
に
焦
点
を
当
て
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
作
品
が

原
典
の
理
解
と
解
釈
を
踏
ま
え
つ
つ
、
改
作
と
伝
播
を
通
じ
て
い
か
に
時
代
的

特
徴
を
帯
び
た
孔
子
像
を
構
築
し
た
の
か
、
さ
ら
に
そ
の
国
語
教
育
体
系
に
お

け
る
文
化
的
機
能
を
考
察
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　

本
稿
の
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
第
一
部
で
は
、
戦
後
日
本
に
お
け
る

中
学
校
向
け
課
外
読
物
と
孔
子
像
の
文
化
的
背
景
を
考
察
し
、
孔
子
像
の
多
様

化
を
可
能
に
し
た
歴
史
的
・
社
会
的
条
件
を
明
ら
か
に
す
る
。
第
二
部
お
よ
び

第
三
部
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
下
村
湖
人
『
論
語
物
語
』
と
井
上
靖
『
孔
子
』
に
お

け
る
孔
子
像
の
構
築
過
程
を
分
析
す
る
。
第
四
部
で
は
、
孔
子
像
の
再
構
築
メ

カ
ニ
ズ
ム
を
検
討
し
、
異
文
化
比
較
の
視
点
か
ら
そ
の
特
質
を
明
ら
か
に
す
る
。

最
後
に
結
論
に
お
い
て
、
全
体
の
成
果
を
総
括
す
る
と
と
も
に
、
本
稿
の
意
義

と
今
後
の
課
題
を
提
示
す
る
。

一
、
戦
後
日
本
中
学
校
の
課
外
読
物
と

　
　
孔
子
像
の
文
化
的
背
景

（
一
）
日
本
文
化
史
に
お
け
る
孔
子
像
の
構
築
過
程
と
戦
後
の
転
換

　

日
本
文
化
史
に
お
い
て
、
孔
子
は
祭
祀
・
信
仰
の
対
象
で
あ
る
と
同
時
に
、

認
識
さ
れ
言
説
化
さ
れ
得
る
客
体
と
し
て
も
扱
わ
れ
て
き
た
。
そ
の
像
の
形
成

は
各
時
代
の
政
治
・
宗
教
・
思
想
潮
流
の
影
響
を
強
く
受
け
、
歴
史
的
展
開
の

中
で
幾
度
か
の
転
換
を
遂
げ
て
い
る
。

　

奈
良
・
平
安
期
に
は
、
孔
子
は
「
先
聖
」
と
し
て
宮
廷
祭
祀
に
組
み
込
ま
れ

る
。『
養
老
令
』（
七
〇
一
）
に
大
学
寮
・
国
学
で
の
春
秋
釈
奠
が
規
定
さ
れ
、

『
延
喜
式
』（
九
〇
五
）
に
は
唐
制
に
倣
う
斎
戒
・
講
経
・
作
詩
が
明
記
さ
れ
る
）
2
（

。

釈
奠
詩
は
尊
孔
意
識
の
表
現
形
式
と
な
り
、
菅
原
道
真
『
菅
家
文
草
』
に
は
『
論

語
』
を
治
国
の
規
範
と
み
な
す
記
述
が
あ
る
）
3
（

。
中
期
以
降
の
孔
子
画
像
）
4
（

は
唐
代

「
司
寇
像
」
を
模
し
、
政
治
的
知
恵
・
学
問
権
威
の
象
徴
と
し
て
受
容
さ
れ
た
。

　

中
世
は
仏
儒
習
合
が
進
み
、『
唐
鏡
』『
沙
石
集
』『
三
国
伝
記
』
等
は
孔
子

を
「
儒
童
菩
薩
」「
光
明
童
子
」
と
し
、
釈
迦
・
老
子
と
並
置
し
た
（
高
陽
、

二
〇
一
一
）。
足
利
学
校
木
造
孔
子
坐
像
に
み
ら
れ
る
僧
形
的
造
形
は
そ
の
反

映
で
あ
る
。

　

江
戸
期
は
（
１

）
神
格
化
（
林
家
、
瑞
応
譚
の
強
調
）
5
（

）、（
２

）
去
王
化
（
山

崎
闇
斎
・
荻
生
徂
徠
に
よ
る
「
無
位
聖
王
」
論
）
6
（

）、（
３

）
人
性
化
・
本
土
優
先

（
水
戸
学
の
神
道
優
位
、
孔
子
を
「
孔
丘
」
と
呼
称
、
藩
校
の
祭
孔
停
止
）
7
（

）
と

い
う
三
傾
向
が
顕
著
と
な
る
。

　

近
代
か
ら
戦
前
に
か
け
て
、
明
治
国
家
は
孔
子
祭
祀
と
『
論
語
』
教
育
を
存

続
さ
せ
つ
つ
国
家
主
義
的
道
徳
に
組
み
込
み
、
孔
子
を
忠
君
愛
国
の
支
柱
と
し

て
利
用
し
た
。

　

戦
後
は
、
一
九
四
七
年
『
教
育
基
本
法
』
が
「
人
格
の
尊
重
」「
民
主
的
教
育
」

を
掲
げ
、『
学
習
指
導
要
領
』
も
古
典
と
国
家
主
義
の
結
合
を
断
つ
（
吉
田
茂
樹
、

二
〇
一
六
）。『
論
語
』
の
教
科
書
収
録
は
縮
小
し
、
役
割
は
課
外
読
物
・
青
少
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年
文
芸
へ
移
行
（
潘
呈
、
二
〇
二
五
）。
出
版
自
由
化
を
背
景
に
、
温
和
で
生

活
化
し
た
良
師
像
、
人
間
性
を
重
視
す
る
思
想
家
像
、
修
身
・
励
志
や
異
文
化

理
解
を
志
向
す
る
像
な
ど
、
多
様
な
再
構
築
が
進
み
、
政
治
権
威
・
階
層
秩
序

は
相
対
的
に
希
薄
化
し
た
。

　

以
上
よ
り
、
奈
良
・
平
安
か
ら
戦
後
に
至
る
孔
子
像
は
、
外
観
・
地
位
・
機

能
の
各
面
で
転
変
を
重
ね
る
。
中
国
の
孔
子
像
と
の
対
照
は
、
そ
の
独
自
性
と

差
異
の
淵
源
を
明
確
に
す
る
。

（
二
）
中
日
孔
子
形
象
の
異
同

　

中
国
で
は
『
論
語
』『
史
記
』
以
来
、
孔
子
は
「
温
良
恭
倹
譲
」
の
長
者
像

と
し
て
描
か
れ
、「
温
に
し
て
厲
し
く
、
威
に
し
て
猛
か
ら
ず
」
と
道
徳
的
威

望
が
強
調
さ
れ
る
。
日
本
の
孔
子
像
は
外
観
・
地
位
・
機
能
で
異
な
る
。

　

外
観
に
お
い
て
、
日
本
の
孔
子
像
は
「
坐
像
」
を
主
流
と
し
、
こ
れ
は
中
国

で
流
行
し
た
立
像
や
行
像
と
対
照
的
で
あ
る
。
足
利
学
校
・
湯
島
聖
堂
・
多
久

孔
廟
・
閑
谷
学
校
な
ど
に
残
る
孔
子
像
や
、
狩
野
探
幽
・
谷
文
晁
・
田
崎
草
雲

ら
に
よ
る
絵
画
作
品
は
い
ず
れ
も
、
孔
子
を
胡
坐
端
坐
の
姿
で
造
形
し
て
い
る
。

楊
旭
（
二
〇
二
三
）
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、「
立
」
か
ら
「
坐
」
へ
の
改
変
は
、

日
本
宗
教
文
化
（
坐
像
中
心
の
祭
祀
形
態
）
と
仏
儒
習
合
の
伝
播
構
造
に
由
来

し
、
中
世
坐
像
の
系
譜
が
江
戸
の
画
像
普
及
を
支
え
た
（
邢
永
鳳
、
二
〇
二
一
）。

　

地
位
の
面
に
お
い
て
、
中
国
で
は
漢
代
以
降
、「
神
化
│
王
化
│
聖
化
│
師

化
」
と
い
う
多
重
の
称
号
変
遷
を
経
つ
つ
、
孔
子
像
は
長
期
に
わ
た
り
正
統
か

つ
権
威
的
な
評
価
を
保
持
し
て
き
た
。
こ
れ
に
対
し
、
日
本
に
お
け
る
孔
子
像

の
称
謂
は
「
先
聖
先
師
│
菩
薩
│
神
・
無
位
聖
王
・
孔
丘
」
へ
と
変
化
し
、
江

戸
末
期
に
は
広
く
孔
子
を
批
判
す
る
傾
向
す
ら
現
れ
た
。

　

上
述
の
差
異
を
形
成
し
た
根
本
的
要
因
は
、
日
本
に
お
け
る
外
来
文
化
記
号

の
選
択
的
受
容
と
本
土
化
改
造
に
あ
る
。
第
一
に
、
日
本
は
科
挙
制
度
を
欠
い

て
い
た
た
め
、
儒
学
が
教
育
や
政
治
に
お
い
て
中
国
ほ
ど
安
定
し
た
核
心
的
地

位
を
占
め
る
こ
と
は
な
く
、
孔
子
が
長
期
に
わ
た
り
統
治
の
正
当
性
と
結
び
付

け
ら
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。
第
二
に
、
神
道
や
仏
教
と
い
っ
た
在
来
宗
教
の

影
響
の
下
で
、
孔
子
像
は
視
覚
的
表
現
や
礼
儀
に
お
い
て
既
存
の
信
仰
体
系
と

の
調
和
を
求
め
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
日
本
社
会
は
『
論
語
』
を
受
容
す
る
過
程

で
、
し
ば
し
ば
取
捨
選
択
と
再
編
を
行
い
、
そ
れ
を
自
国
の
思
想
的
要
請
や
社

会
的
文
脈
に
適
合
さ
せ
て
き
た
。

　

近
代
に
入
る
と
、
日
本
人
に
お
け
る
孔
子
認
識
は
一
層
多
元
化
し
た
。
明
治

以
降
、『
論
語
』
と
孔
子
像
は
『
教
育
大
旨
』
な
ど
の
公
式
文
書
に
取
り
入
れ

ら
れ
、「
仁
義
忠
孝
」
の
道
徳
教
化
機
能
を
担
う
と
と
も
に
、「
皇
国
思
想
」
を

補
強
す
る
手
段
と
し
て
も
利
用
さ
れ
た
（
劉
岳
兵
、
二
〇
〇
七
：
一
〇
三
）。

戦
前
の
軍
国
主
義
は
孔
子
学
説
を
動
員
し
て
侵
略
戦
争
を
美
化
し
、
そ
の
文
化

的
意
義
を
改
変
し
た
。

　

総
体
的
に
見
る
と
、
日
本
社
会
に
お
け
る
『
論
語
』
と
孔
子
像
へ
の
態
度
は
、

尊
崇
か
ら
批
判
へ
、
神
格
化
か
ら
人
間
化
へ
と
転
換
を
遂
げ
た
。
そ
の
背
後
に

は
教
育
制
度
・
宗
教
文
化
・
政
治
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
複
合
的
作
用
が
あ
り
、
孔

子
像
を
次
第
に
中
国
儒
学
の
固
有
枠
組
み
か
ら
遊
離
さ
せ
、
日
本
独
自
の
特
色

を
帯
び
さ
せ
て
い
っ
た
。
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（
三
）
戦
後
教
育
方
針
と
出
版
環
境
が
孔
子
像
の
多
様
化
に
及
ぼ
し
た
影
響

　

戦
後
日
本
の
中
学
校
課
外
読
物
に
お
け
る
孔
子
像
の
多
様
化
は
、
個
々
の
作

家
だ
け
で
な
く
、
教
育
方
針
・
出
版
環
境
・
文
化
思
潮
の
転
換
が
重
な
っ
て
生

じ
た
。

　

第
一
に
、
教
育
方
針
の
変
化
で
あ
る
。
一
九
四
七
年
の
『
教
育
基
本
法
』
は

「
人
格
の
尊
重
」「
民
主
主
義
教
育
）
8
（

」
を
掲
げ
、
古
典
は
国
家
主
義
の
道
具
で
は

な
く
、
文
化
理
解
・
言
語
学
習
の
素
材
へ
と
再
配
置
さ
れ
た
（『
学
習
指
導
要

領
』）。
そ
の
結
果
、『
論
語
』
は
「
皇
国
道
徳
」
を
教
え
込
む
手
段
で
は
な
く
、

文
化
遺
産
と
し
て
紹
介
さ
れ
、
孔
子
は
「
祖
先
の
生
活
と
精
神
」
を
知
る
た
め

の
教
育
資
源
と
し
て
読
み
替
え
ら
れ
た
。

　

一
九
五
八
年
に
新
設
さ
れ
た
「
道
徳
的
時
間
」
も
、
重
心
は
「
生
活
に
お
け

る
道
徳
」。
読
物
や
視
聴
覚
教
材
で
日
常
の
場
面
と
結
び
つ
け
、
戦
前
の
階
層

秩
序
・
犠
牲
精
神
の
強
調
か
ら
距
離
を
取
っ
た
（
班
婷
、
二
〇
二
四
）。
こ
れ

に
よ
り
、
温
和
で
親
し
み
や
す
い
、
生
活
に
根
ざ
し
た
孔
子
像
を
描
く
制
度
的

余
地
が
広
が
り
、
作
者
・
編
者
の
表
現
の
幅
も
拡
大
し
た
。
要
す
る
に
、
孔
子

は
忠
君
愛
国
の
象
徴
か
ら
、
人
格
修
養
を
促
す
文
化
資
源
へ
と
再
構
築
さ
れ
た
。

　

第
二
に
、
出
版
環
境
の
変
化
で
あ
る
。
戦
前
は
国
定
教
科
書
が
主
で
解
釈
の

幅
が
狭
か
っ
た
が
、
戦
後
は
審
査
の
緩
和
と
私
出
版
社
の
参
入
（
一
九
五
〇
年

代
以
降
）
で
題
材
・
形
式
・
読
者
層
が
多
様
化
と
な
っ
て
き
た
）
9
（

。
こ
の
流
れ
は

二
十
一
世
紀
ま
で
続
く
。

　

例
え
ば
、
中
小
学
生
向
け
に
編
ま
れ
た
『
こ
ど
も
論
語
』
や
『
萌
え
訳　

孔

子
ち
ゃ
ん
の
論
語
』、
さ
ら
に
は
漫
画
形
式
で
展
開
さ
れ
た
『
ド
ラ
え
も
ん
・

初
め
て
の
論
語
』
や
『
マ
ン
ガ
論
語
完
全
入
門
』
な
ど
は
、
い
ず
れ
も
経
典
の

堅
い
イ
メ
ー
ジ
を
崩
し
、
児
童
・
青
少
年
向
け
に
生
活
化
・
哲
理
化
を
進
め
た
。

　

第
三
に
、
文
化
思
潮
の
影
響
で
あ
る
。
高
度
経
済
成
長
期
は
「
国
際
理
解
教

育
」
へ
の
関
心
を
高
め
、
孔
子
は
「
東
方
文
化
の
代
表
」
と
し
て
普
遍
的
価
値

と
結
び
つ
い
た
。
例
え
ば
、
和
辻
哲
郎
は
昭
和
十
三
の
著
作
『
孔
子
』
に
お
い

て
、
孔
子
を
ソ
ク
ラ
テ
ス
・
イ
エ
ス
・
釈
迦
と
並
列
さ
せ
、「
人
類
の
教
師
」

と
位
置
づ
け
た
。
そ
の
評
価
は
戦
後
の
教
育
・
出
版
界
に
も
少
な
か
ら
ぬ
影
響

を
及
ぼ
し
、
以
後
の
教
材
や
一
般
読
物
に
お
い
て
も
「
普
遍
的
価
値
を
も
つ
東

洋
的
師
」
と
し
て
の
孔
子
像
を
支
え
る
論
拠
の
一
つ
と
な
っ
た
。
ま
た
、

『N
H
K
100

分de

名
著　

孔
子
・
論
語
』
や
『
英
語
で
論
語
』
と
い
っ
た
読
物

は
補
助
教
材
と
し
て
、
本
国
の
学
生
に
『
論
語
』
を
伝
え
る
役
割
を
果
た
す
だ

け
で
な
く
、
世
界
に
向
け
て
東
洋
文
化
を
紹
介
す
る
機
能
も
担
っ
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
孔
子
像
は
国
家
シ
ン
ボ
ル
か
ら
異
文
化
交
流
の
教
育
的
ア
イ
コ
ン
へ
と

広
が
っ
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
戦
後
課
外
読
物
に
お
け
る
孔
子
像
の
多
様
化
は
、
複
数
の

要
因
が
交
錯
し
た
結
果
で
あ
る
。
第
一
に
、
教
育
方
針
が
国
家
主
義
か
ら
「
人

格
の
尊
重
」
と
「
民
主
教
育
」
へ
と
転
換
し
た
こ
と
に
よ
り
、
孔
子
像
の
温
和

化
や
生
活
化
に
制
度
的
条
件
が
与
え
ら
れ
た
。
第
二
に
、
出
版
制
度
の
緩
和
と

市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
発
展
は
、
多
元
的
な
出
版
体
制
を
形
成
し
、
孔
子
像
が
多

様
な
体
裁
や
読
者
層
に
応
じ
て
不
断
に
改
編
さ
れ
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
。
第

三
に
、
国
際
理
解
教
育
や
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
潮
流
は
、
孔
子
を
国
家
政
治
の

象
徴
か
ら
普
遍
的
意
義
を
持
つ
人
格
的
導
師
・
文
化
的
シ
ン
ボ
ル
へ
と
転
化
さ
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せ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
政
策
・
出
版
産
業
・
思
想
潮
流
の
相
互
作
用
は
、
戦
後

日
本
の
中
学
校
課
外
読
物
に
お
け
る
孔
子
像
の
多
様
な
相
貌
を
説
明
す
る
だ
け

で
な
く
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
転
換
の
背
後
に
あ
る
深
層
的
な
論
理
を
も
明
ら
か
に

し
て
い
る
。

二
、
下
村
湖
人
の
書
か
れ
た
「
求
道
者
」

（
一
）
下
村
湖
人
と
戦
後
国
語
教
材

　

下
村
湖
人
（
一
八
八
四
│
一
九
五
五
、
本
名
・
虎
六
郎
）
は
佐
賀
の
士
族
に

生
ま
れ
、
幼
時
よ
り
漢
学
を
修
め
、『
論
語
』
を
は
じ
め
と
す
る
経
書
に
親
炙

し
た
。『
論
語
』
関
連
の
主
著
は
、
章
句
を
素
材
と
し
て
二
十
八
篇
の
物
語
へ

翻
案
し
た
『
論
語
物
語
』（
一
九
三
八
）
と
、
全
篇
を
対
象
と
す
る
『
現
代
訳

論
語
』（
一
九
五
四
）
の
二
作
で
あ
る
。
両
作
は
戦
前
〜
戦
中
に
成
立
し
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
戦
後
の
国
語
教
材
体
系
に
広
く
取
り
込
ま
れ
た
。
一
九
五
〇

年
代
に
は
『
私
た
ち
の
言
語
』（
秀
英
出
版
）
や
『
新
編
新
国
語
』（
東
京
書
籍
）

に
「
志
を
い
う
」「
司
馬
牛
の
悩
み
」
等
が
再
編
収
録
さ
れ
、
一
九
六
〇
〜
七

〇
年
代
に
は
学
校
図
書
・
日
本
書
籍
・
三
省
堂
等
の
中
学
校
国
語
で
、
課
外
推

薦
読
物
と
し
て
恒
常
的
に
掲
出
さ
れ
た
。
没
後
も
繰
り
返
し
流
通
・
再
利
用
さ

れ
た
事
実
は
、
教
育
実
践
者
と
作
家
と
い
う
下
村
の
二
重
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
が
、
教
材
価
値
を
帯
び
た
孔
子
像
の
形
成
に
資
し
た
こ
と
を
示
す
。

（
二
）『
論
語
物
語
』
の
叙
事
戦
略
と
「
孔
子
像
」

　

下
村
の
改
作
に
は
、
①
素
材
取
捨
の
広
汎
性
、
②
物
語
化
と
敷
衍
、
③
心
理

化
と
対
比
、
④
言
語
の
現
代
化
、
と
い
う
四
点
が
顕
著
で
あ
る
。

　

第
一
に
、
素
材
取
捨
の
広
汎
性
で
あ
る
。
下
村
は
名
句
の
蒐
集
に
と
ど
ま
ら

ず
、『
論
語
』
二
十
篇
四
九
九
章
の
う
ち
百
三
十
余
章
を
、
政
治
・
人
倫
・
修

養
か
ら
逆
境
の
場
面
に
至
る
ま
で
全
篇
に
わ
た
り
採
る
。
治
国
平
天
下
の
言
説

（「
為
政
」「
泰
伯
」）、
師
弟
問
答
（「
学
而
」「
顔
淵
」）、
自
己
回
想
（「
吾
十
有

五
に
し
て
学
に
志
す
」「
六
十
に
し
て
耳
順
ふ
」「
七
十
に
し
て
心
の
欲
す
る
所

に
従
ひ
て
矩
を
踰
え
ず
」）
と
並
び
、「
陳
蔡
の
厄
」「
匡
の
難
」「
衛
の
霊
公
、

陳
を
孔
子
に
問
う
」
等
の
窮
境
を
周
到
に
織
り
込
む
こ
と
で
、
孔
子
像
は
一
面

的
教
訓
か
ら
、
歴
史
的
・
生
活
的
文
脈
を
帯
び
た
立
体
像
へ
転
じ
る
。

　

第
二
に
、物
語
化
と
敷
衍
で
あ
る
。語
録
体
の
簡
潔
さ
を
保
ち
つ
つ
、情
景
・

動
作
・
心
理
を
付
し
て
小
説
的
緊
張
を
与
え
る
。
典
型
が
「
陳
蔡
の
厄
」
で
、

原
典
の
「
陳
に
在
し
て
糧
を
絶
つ
。
従
者
病
み
て
、
能
く
興
つ
こ
と
莫
し
」
に

対
し
、
下
村
は
飢
餓
で
倒
れ
る
弟
子
、
子
路
・
子
貢
の
問
い
、
沈
着
に
応
ず
る

師
を
描
く
。
子
路
に
は
「
君
子
は
み
だ
れ
る
こ
と
が
な
い
。
み
だ
れ
ぬ
と
こ
ろ

に
、
自
ず
か
ら
道
が
あ
る
の
だ
）
10
（

」
と
答
え
、
動
揺
す
る
子
貢
に
は
「
道
は
永
遠

で
あ
る
。
一
歩
で
も
進
む
こ
と
に
意
味
が
あ
る
」
と
諭
す
。
締
め
く
く
り
は
「
彼

は
も
は
や
疲
労
を
感
じ
な
い
人
の
よ
う
で
あ
っ
た
）
11
（

」
と
し
て
精
神
の
越
境
を
強

調
す
る
。
さ
ら
に
『
詩
経
・
小
雅
』「
兕
に
あ
ら
ず
虎
に
あ
ら
ず
、
彼
の
曠
野

に
率
う
）
12
（

」
を
踏
ま
え
、「
人
は
野
獣
で
は
な
い
。
し
か
し
大
道
を
失
え
ば
曠
野

を
さ
ま
よ
う
獣
に
等
し
い
」
と
い
う
再
解
釈
を
挿
入
し
、
逆
境
克
服
の
倫
理
へ
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と
接
続
す
る
。
末
尾
で
は
顔
回
の
言
葉
を
借
り
て
「
先
生
の
道
は
至
大
で
あ
り

ま
す
。
ゆ
え
に
容
易
に
容
れ
ら
れ
な
い
」
と
収
め
、
容
れ
ら
れ
ぬ
が
ゆ
え
に
徳

が
照
り
出
す
構
図
を
定
着
さ
せ
る
。
格
言
は
、
緊
張
と
余
情
を
帯
び
た
勧
戒
の

物
語
へ
と
変
換
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

第
三
に
、
人
物
造
形
の
心
理
化
と
対
比
で
あ
る
。
問
答
の
骨
格
を
保
ち
な
が

ら
、
弟
子
の
内
面
反
応
を
補
い
、
師
言
の
意
味
を
比
較
対
照
の
中
に
浮
上
さ
せ

る
。「
志
を
い
う
」
で
は
、
孔
子
の
「
老
者
は
之
を
安
ん
じ
、
朋
友
は
之
を
信
じ
、

少
者
は
之
を
懐
け
ん
」
と
い
う
平
易
な
理
想
に
、
子
路
が
「
あ
ま
り
に
も
平
凡
」

と
一
瞬
た
じ
ろ
ぎ
、
自
己
の
豪
語
と
照
ら
し
て
「
不
可
能
で
は
な
い
」
と
気
づ

く
。
他
方
、
顔
淵
は
「
無
我
」
に
至
ら
ぬ
己
を
恥
じ
て
赤
面
す
る
）
13
（

。
対
照
的
心

理
が
、
平
凡
の
う
ち
の
非
凡
を
際
立
た
せ
る
。
同
様
に
「
泰
山
に
立
ち
て
」
で

は
、
志
学
│
而
立
│
不
惑
│
知
命
│
耳
順
│
従
心
所
欲
の
自
己
史
を
山
頂
で
語

る
師
を
、
弟
子
た
ち
が
畏
敬
と
羞
恥
の
あ
わ
い
で
受
け
止
め
る
。
あ
る
者
は
執

念
に
打
た
れ
、
あ
る
者
は
自
家
の
限
界
を
悟
る
。
こ
こ
に
「
師
は
道
を
求
め
る

者
、
弟
子
は
そ
の
道
の
証
人
」
と
い
う
配
置
が
明
確
化
す
る
。

　

第
四
に
、
言
語
の
現
代
化
で
あ
る
。
古
雅
な
文
語
の
凝
縮
を
離
れ
、
簡
潔
・

流
暢
な
近
代
日
本
語
で
情
景
と
心
理
を
刻
む
。「
泰
山
に
立
ち
て
」
後
、
孔
子

は
沈
着
だ
が
確
乎
た
る
口
調
で
「
わ
し
の
道
は
、
そ
の
こ
ろ
か
ら
今
日
ま
で
少

し
も
変
わ
っ
て
は
い
な
い
）
14
（

」
と
語
る
。
口
語
的
直
截
さ
が
感
情
と
信
念
を
可
視

化
し
、
経
典
理
解
の
敷
居
を
下
げ
る
。
下
村
の
改
作
は
翻
訳
に
と
ど
ま
ら
ず
、

文
学
的
言
語
に
よ
っ
て
古
典
と
現
代
社
会
の
交
通
路
を
開
い
た
点
に
意
義
が
あ

る
。
以
上
の
四
戦
略
は
、
可
読
性
を
高
め
つ
つ
「
求
道
者
」
孔
子
の
再
構
築
に

資
す
る
。

（
三
）
孔
子
像
の
特
質
│
│
「
非
凡
な
求
道
者
」

　

以
上
の
叙
事
を
通
じ
て
顕
在
化
す
る
の
は
、
神
格
化
さ
れ
た
聖
賢
で
は
な
く
、

凡
俗
の
境
遇
に
お
い
て
常
人
を
超
え
る
堅
忍
と
執
念
を
示
す
「
非
凡
な
求
道

者
」
と
し
て
の
孔
子
像
で
あ
る
。
第
一
に
、
逆
境
に
お
け
る
不
動
の
志
で
あ
る
。

「
陳
蔡
の
厄
」
に
お
け
る
琴
と
講
学
、
子
路
へ
の
「
君
子
は
乱
れ
な
い
」
と
い

う
応
答
は
、『
論
語
』
の
「
君
子
固
よ
り
窮
す
」
を
文
学
的
に
体
現
す
る
。飢
渇
・

疲
労
・
動
揺
の
諸
相
が
重
ね
ら
れ
る
こ
と
で
、「
窮
し
て
も
乱
れ
な
い
」
姿
は

観
念
か
ら
経
験
へ
と
転
位
す
る
。
第
二
に
、「
平
凡
な
る
理
想
」
の
卓
越
で
あ
る
。

「
老
者
は
之
を
安
ん
じ
、
朋
友
は
之
を
信
じ
、
少
者
は
之
を
懐
け
ん
」
と
い
う

日
常
的
人
倫
は
、
戦
前
の
忠
君
・
報
国
に
通
じ
る
壮
語
と
一
線
を
画
す
。
他
方
、

子
路
・
顔
淵
の
心
理
対
比
は
、
そ
の
平
凡
が
「
無
我
」
を
核
と
す
る
高
み
へ
反

転
す
る
契
機
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
大
道
は
平
明
の
う
ち
に
現
れ
る
と
い
う
反

転
が
、
孔
子
像
に
独
自
の
光
沢
を
与
え
る
。
第
三
に
、
登
山
比
喩
と
し
て
の
求

道
で
あ
る
。「
泰
山
に
立
ち
て
」
は
、
生
涯
の
段
階
的
成
熟
を
「
登
攀
」
と
し

て
語
る
。
山
頂
に
至
ら
ぬ
う
ち
は
み
だ
り
に
高
論
を
弄
す
べ
き
で
は
な
い
と
い

う
自
戒
は
、
祖
述
と
謙
抑
、
か
つ
持
続
的
精
進
を
兼
ね
備
え
た
実
践
者
像
を
強

調
す
る
。
以
上
の
三
点
は
、「
固
窮
し
て
志
を
改
め
ず
」「
平
凡
に
し
て
非
凡
」

「
終
生
登
攀
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
に
収
斂
し
、
文
学
的
改
作
を
通
じ
て
教
育

的
感
化
力
を
新
た
に
す
る
。
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（
四
）
教
育
意
図
と
時
代
背
景

　

こ
の
孔
子
像
は
叙
事
技
巧
の
偶
産
で
は
な
く
、
下
村
の
教
育
的
実
践
・
思
想

的
信
念
・
時
代
的
課
題
に
根
ざ
す
。
下
村
は
東
京
帝
大
卒
業
後
、
佐
賀
・
鹿
島
・

唐
津
等
で
教
鞭
を
執
り
、
一
九
二
五
〜
一
九
三
一
年
に
は
植
民
地
下
台
湾
で
台

中
中
学
校
校
長
、
台
北
高
等
学
校
首
席
教
師
等
を
歴
任
し
た
。
越
境
経
験
は
西

学
東
漸
の
な
か
で
東
方
古
典
の
価
値
を
再
考
さ
せ
、『
論
語
物
語
』
の
現
実
的

動
機
を
与
え
た
と
み
ら
れ
る
。
思
想
面
で
は
、
彼
は
「
文
学
と
道
徳
の
結
合
」

を
一
貫
し
て
唱
え
、「
教
化
を
持
続
さ
せ
、
そ
の
勢
力
を
強
く
せ
ん
と
欲
せ
ば
、

こ
れ
に
文
学
的
趣
味
を
与
え
よ
。
詩
的
情
熱
を
宿
せ
よ
」（
下
村
湖
人
、
一
九

六
五
：
二
一
八
）
と
述
べ
る
。
文
学
は
感
情
に
働
き
か
け
、
道
徳
は
規
範
を
与

え
る
。
両
者
の
結
合
こ
そ
が
社
会
的
効
力
を
持
続
さ
せ
る
と
い
う
理
解
で
あ
る
。

あ
わ
せ
て
、『
論
語
物
語
』
序
で
は
「『
論
語
』
は
明
治
中
期
以
来
、
若
者
へ
の

魅
力
を
失
っ
た
。
こ
れ
は
時
代
の
影
響
で
あ
る
」
と
し
、
古
典
を
現
代
語
へ
「
脱

皮
」
さ
せ
て
再
生
す
る
必
要
を
説
く
（
下
村
湖
人
、
一
九
六
五
：
五
）。
西
洋

思
想
の
波
及
下
で
伝
統
が
周
縁
化
さ
れ
る
局
面
に
対
し
、
文
学
的
叙
事
に
よ
っ

て
古
典
を
読
者
の
手
に
取
り
戻
す
と
い
う
応
答
で
あ
っ
た
。
ゆ
え
に
本
作
は
、

教
育
者
＝
作
家
と
し
て
の
実
践
に
裏
打
ち
さ
れ
た
企
図
で
あ
り
、
古
典
の
現
代

的
意
義
を
再
構
築
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

総
括
す
れ
ば
、
下
村
は
素
材
の
広
汎
な
取
捨
、
物
語
化
と
敷
衍
、
心
理
化
と

対
比
、
現
代
語
化
と
い
う
戦
略
に
よ
り
、
経
文
を
劇
的
緊
張
と
情
景
性
を
備
え

た
文
学
的
物
語
へ
と
転
換
し
た
。
そ
の
帰
結
と
し
て
提
示
さ
れ
る
「
非
凡
な
求

道
者
」
孔
子
は
、
戦
後
国
語
教
育
と
い
う
公
共
圏
で
持
続
的
に
機
能
し
、
古
典

の
教
化
力
を
更
新
し
え
た
の
で
あ
る
。

三
、
井
上
靖
の
書
か
れ
た
「
永
遠
の
師
」

（
一
）
井
上
靖
と
戦
後
国
語
教
材

　

井
上
靖
（
一
九
〇
七
〜
一
九
九
一
）
は
、
新
聞
小
説
と
歴
史
小
説
に
卓
抜
し

た
戦
後
日
本
文
学
の
中
核
的
作
家
で
あ
る
。
北
海
道
旭
川
に
生
ま
れ
、
新
聞
記

者
を
経
て
文
壇
に
登
場
し
、
受
賞
歴
も
多
い
。
な
か
で
も
中
国
文
化
と
の
関
係

は
深
く
、
敦
煌
・
新
疆
・
甘
粛
を
は
じ
め
と
す
る
訪
中
歴
を
重
ね
、『
敦
煌
』『
楼

蘭
』『
天
平
の
甍
』
等
の
中
国
史
題
材
作
品
を
残
し
た
。
史
伝
的
叙
述
の
伝
統

を
継
承
し
つ
つ
、
歴
史
と
人
生
へ
の
独
自
の
省
察
を
織
り
込
む
の
が
そ
の
特
質

で
あ
る
。
晩
年
の
代
表
作
『
孔
子
』
は
、
こ
う
し
た
方
法
を
孔
子
像
の
再
構
成

へ
と
向
け
、
歴
史
を
超
え
る
精
神
的
価
値
を
付
与
し
た
作
品
で
あ
る
。

　
『
孔
子
』
は
文
学
的
評
価
に
と
ど
ま
ら
ず
、
戦
後
国
語
教
育
に
も
取
り
込
ま

れ
た
。
た
と
え
ば
学
校
図
書
『
中
学
国
語
２

』（
二
〇
一
五
）
は
、
第
一
章
「
在

陳
絶
糧
」
を
「
孔
子
│
│
覚
醒
の
喜
び
」
と
題
し
て
抜
粋
収
録
し
、
巻
末
「
読

書
案
内
」
で
も
映
像
化
・
ア
ニ
メ
化
等
と
並
べ
て
井
上
『
孔
子
』
を
発
展
学
習

用
に
推
奨
す
る
。
す
な
わ
ち
『
論
語
』
の
思
想
は
、
文
学
的
叙
述
を
媒
介
と
し

て
教
室
に
導
入
さ
れ
、
物
語
展
開
・
人
物
描
写
を
通
じ
て
学
習
者
に
具
体
的
に

体
感
さ
れ
る
。
本
節
は
、
か
か
る
実
証
を
前
提
に
、
井
上
が
い
か
な
る
叙
事
戦

略
に
よ
り
孔
子
像
を
造
型
し
た
か
を
検
討
す
る
。
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（
二
）
叙
事
戦
略
│
│
弟
子
の
目
を
通
じ
て

　
『
孔
子
』
は
孔
子
を
主
題
と
す
る
が
、
そ
の
叙
事
は
史
伝
体
の
よ
う
に
直
接

的
な
描
写
を
採
ら
ず
、「
蔫
姜
」
と
い
う
虚
構
の
人
物
の
口
述
を
媒
介
と
し
て

展
開
さ
れ
る
。
蔫
姜
は
青
年
期
に
孔
子
に
従
っ
て
諸
国
を
遊
説
し
、
老
年
期
に

若
い
学
者
た
ち
と
の
集
ま
り
で
孔
子
の
生
涯
を
回
想
す
る
│
│
こ
う
し
て
小
説

の
骨
格
が
形
づ
く
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
「
弟
子
の
目
か
ら
師
を
再
叙
す
る
」
と

い
う
叙
事
戦
略
に
よ
っ
て
、
作
品
は
歴
史
的
事
実
と
文
学
的
想
像
の
あ
い
だ
に

独
自
の
自
由
度
を
獲
得
し
て
い
る
。

　

小
説
は
全
五
章
か
ら
な
る
。
第
一
章
は
蔫
姜
と
孔
子
一
行
と
の
出
会
い
、
第

二
章
は
孔
子
の
人
格
と
「
天
命
」
を
中
心
に
展
開
し
、
第
三
章
は
弟
子
た
ち
の

群
像
に
焦
点
を
当
て
、
第
四
章
は
「
鬼
神
」
や
「
仁
・
信
・
智
」
を
論
じ
、
第

五
章
は
蔫
姜
に
よ
る
孔
子
の
総
体
的
評
価
で
あ
る
。
井
上
靖
は
簡
潔
で
哲
理
的

な
言
葉
を
用
い
、『
論
語
』
の
章
句
と
虚
構
的
叙
事
と
を
結
び
つ
け
て
い
る
。

例
え
ば
序
文
に
お
い
て
、
孔
子
を
「
乱
世
に
生
ま
れ
た
古
代
の
学
者
、
思
想
家
、

教
育
家
…
…
人
類
の
永
遠
の
師
」
と
総
括
し
て
い
る
。
こ
の
定
位
は
孔
子
の
歴

史
的
条
件
を
踏
ま
え
つ
つ
、
そ
の
像
を
、
時
空
を
超
え
た
普
遍
的
な
精
神
的
支

柱
と
し
て
提
示
し
て
い
る
。

（
三
）
孔
子
像
の
特
徴
│
│
「
永
遠
の
師
」

　

井
上
靖
は
『
孔
子
』
の
序
文
に
お
い
て
孔
子
を
「
乱
世
に
よ
っ
て
育
ま
れ
た

学
者
、
思
想
家
、
教
育
家
）
15
（

」
と
総
括
し
、
さ
ら
に
「
永
遠
の
師
」
と
呼
ん
で
い

る
。
こ
の
評
価
は
抽
象
的
な
賛
辞
で
は
な
く
、
彼
が
孔
子
か
ら
引
き
出
し
た
二

つ
の
精
神
的
力
に
基
づ
い
て
い
る
。
一
つ
は
「
天
命
」
へ
の
抗
い
で
あ
り
、
も

う
一
つ
は
人
に
「
生
き
抜
く
力
」
を
与
え
る
こ
と
で
あ
る
。

　

第
一
に
天
命
へ
の
抗
い
。
楚
昭
王
急
死
の
報
は
、
諸
侯
遊
説
十
四
年
の
理
想

を
直
ち
に
頓
挫
さ
せ
る
契
機
と
し
て
措
定
さ
れ
る
。
蔫
姜
の
回
想
は
、
孔
子
が

こ
の
打
撃
に
際
し
て
「
天
を
う
ら
み
、
人
を
な
じ
る
言
葉
を
一
つ
も
発
し
な

か
っ
た
）
16
（

」
事
実
を
強
調
し
、
た
だ
ち
に
魯
に
帰
っ
て
教
育
に
専
念
す
る
転
身
の

決
断
を
描
く
。
井
上
は
こ
の
沈
着
を
「
冷
静
の
極
み
」
と
評
し
）
17
（

、
運
命
的
挫
折

に
対
し
、
怨
嗟
で
は
な
く
平
常
と
方
向
転
換
で
応
ず
る
態
度
を
前
面
化
す
る
。

叙
事
は
、
天
命
を
受
け
と
め
つ
つ
も
自
己
の
実
践
を
止
め
な
い
と
い
う
矛
盾
的

緊
張
を
、
場
面
の
推
移
と
語
り
の
抑
制
に
よ
っ
て
体
現
さ
せ
る
。
こ
こ
で
孔
子

の
倫
理
は
、
定
言
命
法
と
し
て
の
教
訓
で
は
な
く
、
危
機
下
の
具
体
的
行
為
形

態
と
し
て
示
さ
れ
る
。

　

第
二
に
「
生
き
抜
く
力
」。
第
二
章
で
は
、
蔫
姜
が
「
逝
く
者
は
斯
の
如
き
か
、

昼
夜
を
舎
か
ず
」
を
師
の
精
神
の
要
諦
と
し
て
再
解
釈
す
る
。
遊
説
を
終
え
魯

に
帰
っ
た
蔫
姜
は
、
相
次
ぐ
死
別
に
疲
弊
し
つ
つ
、
こ
の
語
に
よ
っ
て
奮
起
し

「
生
き
抜
く
力
」
を
得
た
と
語
る
）
18
（

。
従
来
「
時
間
の
無
情
」
を
歎
ず
る
感
慨
と

読
ま
れ
が
ち
な
章
句
は
、
井
上
に
お
い
て
、
怠
慢
を
戒
め
学
び
働
く
こ
と
を
促

す
能
動
的
箴
言
へ
と
転
位
す
る
。
朱
熹
『
四
書
集
注
』
が
流
水
に
喩
え
て
「
学

業
の
進
展
に
停
滞
な
し
」
と
解
す
る
点
と
接
点
を
持
ち
つ
つ
、
井
上
の
読
み
は
、

注
釈
学
的
精
緻
よ
り
も
人
生
の
励
ま
し
と
し
て
の
効
能
を
優
先
し
、
現
代
の
読

者
の
生
に
即
し
て
再
文
脈
化
す
る
。

　

か
く
し
て
「
逝
者
如
斯
」
は
、
哀
感
の
句
か
ら
、「
怠
ら
ず
学
び
、
励
む
べ
し
」



1253（50）

へ
と
読
み
替
え
ら
れ
る
。
叙
事
上
は
、
蔫
姜
個
人
の
心
的
転
換
（
疲
弊
│
奮
起
）

を
媒
介
に
、
語
の
効
力
が
物
語
内
部
で
検
証
さ
れ
る
点
が
重
要
で
あ
る
。
孔
子

の
言
葉
は
、
人
物
の
内
的
運
動
を
生
む
因
子
と
し
て
描
か
れ
、
読
者
は
弟
子
の

視
角
を
経
由
し
て
そ
の
現
在
的
意
味
に
触
れ
る
。

　

以
上
二
点
は
、
い
ず
れ
も
「
師
を
唯
一
絶
対
の
聖
化
像
と
し
て
祀
り
上
げ
る
」

の
で
は
な
く
、
危
機
へ
の
応
答
と
日
々
の
実
践
と
い
う
可
視
の
態
度
と
し
て
孔

子
像
を
提
示
す
る
点
で
一
貫
す
る
。
逆
境
に
お
け
る
平
常
心
と
転
進
の
決
断
、

そ
し
て
時
間
倫
理
と
し
て
の
不
断
の
学
び
│
│
こ
れ
ら
は
、
抽
象
的
聖
賢
像
を
、

読
者
の
可
感
的
経
験
へ
接
続
す
る
た
め
の
叙
事
的
装
置
で
あ
る
。

（
四
）
井
上
靖
の
晩
年
と
教
育
的
意
図

　

井
上
靖
が
晩
年
に
『
孔
子
』
を
執
筆
し
た
際
、
そ
の
人
生
背
景
は
青
年
期
と

は
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
。
当
時
、
彼
は
食
道
癌
に
罹
患
し
、
五
時
間
に
及
ぶ

高
リ
ス
ク
手
術
に
直
面
し
て
い
た
。回
顧
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
中
で
、彼
は
「
こ

れ
は
生
死
を
天
命
に
託
す
瞬
間
だ
っ
た
」
と
率
直
に
語
っ
て
い
る
）
19
（

。
さ
ら
に
、

手
術
前
に
親
族
と
別
れ
る
心
境
を
「
戦
場
に
赴
く
）
20
（

」
と
比
喩
し
て
い
る
。
こ
の

よ
う
に
生
死
を
直
視
し
た
経
験
に
よ
り
、
彼
は
『
論
語
』
の
「
天
命
を
知
る
」

と
い
う
言
葉
の
意
味
を
よ
り
身
近
に
理
解
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
手
術
後
、
彼

は
「
天
と
現
代
医
学
が
一
体
と
な
っ
て
、
私
を
救
っ
て
く
れ
た
」
と
反
省
し
て

い
る
。
こ
れ
は
、
個
々
の
有
限
な
生
命
経
験
と
超
越
的
な
秩
序
を
結
び
つ
け
る

悟
り
を
示
し
て
い
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
晩
年
の
井
上
靖
に
よ
る
「
天
命
」

に
対
す
る
思
考
は
、
も
は
や
抽
象
的
な
哲
理
で
は
な
く
、
自
身
の
生
命
状
況
と

密
接
に
関
連
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
た
。

　

ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
生
命
的
文
脈
の
中
で
、
彼
は
最
後
の
作
品
『
孔
子
』
を

完
成
さ
せ
た
。
小
説
の
中
で
「
天
命
」
と
い
う
言
葉
は
１

４

１

回
出
現
し
、
ほ

ぼ
全
編
を
貫
い
て
い
る
。
冒
頭
の
蔫
姜
に
よ
る
「
天
」
へ
の
問
い
か
ら
、
終
章

の
楚
昭
王
急
死
後
に
平
静
に
魯
へ
帰
る
師
の
姿
ま
で
、
人
と
天
命
の
関
係
が
不

断
に
問
わ
れ
る
。
作
品
末
尾
の
「
明
る
く
一
笑
う
」
と
い
う
含
羞
を
帯
び
た
締

め
は
、
悲
壮
で
は
な
く
静
か
な
肯
定
で
危
機
を
受
け
と
め
る
姿
勢
を
象
徴
化
す

る
だ
ろ
う
。
こ
の
主
題
は
、
既
作
に
も
伏
線
を
も
つ
。
た
と
え
ば
『
化
石
』
で

は
、
が
ん
告
知
後
の
主
人
公
が
セ
ー
ヌ
河
畔
で
「
逝
者
如
斯
夫
、
不
舎
昼
夜
」

を
想
起
し
、
無
常
の
自
覚
か
ら
生
へ
の
決
意
へ
反
転
す
る
（
盧
茂
君
、
二
〇
〇

八
：
一
三
三
）。『
孔
子
』
は
、
か
か
る
個
人
体
験
の
契
機
を
、
孔
子
像
の
普
遍

的
知
恵
へ
と
昇
華
し
、
個
別
の
疾
病
経
験
を
超
え
て
共
有
可
能
な
精
神
資
源
へ

と
結
晶
さ
せ
る
。

　

教
育
的
位
相
で
は
、
戦
後
日
本
の
国
語
教
育
が
重
視
し
た
「
人
格
の
陶
冶
」

「
生
命
教
育
」
と
、
井
上
の
再
解
釈
は
高
い
親
和
性
を
示
す
。
す
な
わ
ち
、「
予

測
不
能
な
天
命
の
前
で
冷
静
と
堅
忍
を
保
ち
、
有
限
の
生
を
怠
ら
ず
学
び
励

む
」
と
い
う
規
範
は
、
教
室
で
扱
う
テ
ク
ス
ト
と
し
て
、
思
想
史
的
知
識
に
閉

じ
ず
、
読
者
の
生
活
実
感
に
結
び
付
く
。
ゆ
え
に
『
孔
子
』
の
採
録
は
、
教
材

編
纂
者
の
教
育
目
標
（
生
活
に
根
差
す
読
書
経
験
の
提
供
）
と
、
作
者
の
晩
年

的
体
得
と
の
合
流
と
し
て
理
解
で
き
る
。
井
上
自
身
、「
老
い
の
身
に
と
っ
て

孔
子
に
出
会
え
た
こ
と
は
幸
福
で
あ
っ
た
」
と
述
懐
す
る
（
陳
喜
儒
、
二
〇
二

三
：
二
七
一
）。こ
の
回
想
は
、作
者
個
人
の
心
境
記
録
で
あ
る
と
同
時
に
、「
永
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遠
の
師
」
と
い
う
像
が
、
教
室
に
導
入
さ
れ
る
べ
き
精
神
的
資
源
で
あ
る
こ
と

を
指
し
示
す
。

　

以
上
、
実
証
（
教
材
採
録
）・
精
読
（
在
陳
絶
糧
／
逝
者
如
斯
等
の
具
体
場

面
）・
背
景
（
晩
年
の
文
脈
と
教
育
意
図
）
を
通
じ
て
、
井
上
『
孔
子
』
が
提

示
す
る
孔
子
像
の
中
核
は
次
の
三
点
に
要
約
さ
れ
る
。
①
危
機
に
お
け
る
平
常

と
転
進
│
│
天
命
へ
の
抗
い
を
怨
嗟
で
は
な
く
実
践
の
継
続
へ
振
り
替
え
る
態

度
、
②
「
逝
者
如
斯
」
の
能
動
的
再
解
釈
│
│
時
間
倫
理
と
し
て
の
不
断
の
学

び
、
③
弟
子
の
視
角
を
媒
介
と
す
る
物
語
化
│
│
抽
象
的
命
題
を
可
感
的
経
験

へ
と
接
続
す
る
叙
事
装
置
、
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
「
永
遠
の
師
」
と
い
う
規
定

を
、
時
代
超
越
の
空
疎
な
称
号
で
は
な
く
、
生
活
世
界
に
効
く
規
範
と
し
て
根

拠
づ
け
る
。
結
果
と
し
て
、
井
上
『
孔
子
』
は
、
戦
後
日
本
の
課
外
読
物
と
教

材
を
架
橋
し
、
文
学
創
作
が
教
育
的
伝
播
に
果
た
し
う
る
役
割
を
具
体
に
示
し

た
の
で
あ
る
。
次
章
で
は
、
こ
の
機
制
を
編
者
・
作
者
の
役
割
配
置
の
差
異
か

ら
比
較
し
、
併
せ
て
中
国
側
の
孔
子
像
再
構
築
と
の
異
文
化
的
相
違
を
検
討
す

る
。

四
、
孔
子
像
の
再
構
築
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
異
文
化
間
の
差
異

　

前
章
で
は
、
下
村
湖
人
や
井
上
靖
と
い
っ
た
作
家
に
よ
る
改
作
を
取
り
上
げ
、

戦
後
日
本
の
中
学
校
課
外
読
物
に
お
け
る
孔
子
像
の
形
成
過
程
と
教
育
的
意
図

を
考
察
し
た
。
こ
れ
ら
の
事
例
か
ら
、
孔
子
像
が
時
代
や
作
品
ご
と
に
多
様
に

描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
現
象
を
よ
り
総
合

的
に
理
解
す
る
た
め
に
は
、
個
別
作
品
の
分
析
に
と
ど
ま
ら
ず
、
再
構
築
の
仕

組
み
、
異
文
化
比
較
、
教
育
文
化
的
意
義
と
い
っ
た
観
点
か
ら
整
理
す
る
必
要

が
あ
る
。
本
章
で
は
前
章
の
成
果
を
踏
ま
え
、
孔
子
像
の
再
構
築
に
潜
む
内
在

的
論
理
を
示
す
と
と
も
に
、
中
国
の
課
外
読
書
形
態
と
の
比
較
を
通
じ
て
、
戦

後
日
本
に
お
け
る
独
自
の
文
化
的
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
。

（
一
）
再
構
築
メ
カ
ニ
ズ
ム
：
テ
キ
ス
ト
改
作
と
教
育
的
文
脈
の
二
重
構
造

　

下
村
湖
人
の
『
論
語
物
語
』
や
井
上
靖
の
『
孔
子
』
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

戦
後
日
本
の
課
外
読
物
に
お
け
る
孔
子
像
の
再
構
築
は
、『
論
語
』
原
典
の
単

な
る
再
現
で
は
な
く
、「
選
択
│
置
換
│
適
応
」
と
い
う
意
図
的
な
書
き
換
え

の
過
程
を
経
て
い
る

　

１

、
原
典
選
別
：
脱
政
治
化
と
倫
理
化
の
志
向
。
両
者
は
題
材
を
選
ぶ
際
、

君
臣
関
係
や
身
分
秩
序
と
い
っ
た
政
治
的
・
制
度
的
要
素
を
避
け
、「
修
身
立

志
」
や
「
人
格
形
成
」
に
関
わ
る
内
容
を
重
視
し
た
。
た
と
え
ば
、
下
村
は
「
君

子
は
困
窮
に
安
ん
ず
る
」「
学
問
に
志
し
道
を
守
る
」
と
い
っ
た
章
句
を
強
調
し
、

井
上
は
「
逝
者
如
斯
夫
（
時
の
流
れ
は
絶
え
間
な
く
過
ぎ
去
る
）」「
天
命
を
知

る
」
と
い
っ
た
表
現
を
繰
り
返
し
描
い
た
。
こ
う
し
た
選
択
は
、
戦
後
の
「
民

主
的
教
育
」
の
理
念
に
即
す
る
と
同
時
に
、
孔
子
像
を
人
格
教
育
の
理
想
像
へ

と
結
び
付
け
て
い
る
。

　

２

、
情
景
の
置
換
：
春
秋
時
代
か
ら
戦
後
社
会
へ
。
下
村
は
「
陳
蔡
の
厄
」

と
い
う
簡
潔
な
記
録
を
、
弟
子
た
ち
の
苦
難
や
師
弟
の
対
話
を
中
心
に
劇
曲
化

し
、
孔
子
を
「
卓
越
し
た
求
道
者
」
と
し
て
描
い
た
。
井
上
は
架
空
の
弟
子
・
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蔫
姜
の
回
想
と
い
う
枠
組
み
を
用
い
、
孔
子
の
運
命
と
の
格
闘
を
「
生
き
る
力
」

へ
の
啓
示
へ
と
転
換
し
、「
永
遠
の
師
」
と
し
て
の
姿
を
形
づ
く
っ
た
。
い
ず

れ
も
文
学
的
叙
述
を
通
し
て
、
孔
子
の
言
行
を
戦
後
日
本
社
会
の
精
神
状
況
に

重
ね
合
わ
せ
、
古
代
思
想
と
現
代
青
年
の
あ
い
だ
に
共
感
を
生
み
出
し
て
い
る
。

　

３

、
言
語
の
適
応
：
口
語
化
と
文
学
化
の
両
立
。
下
村
は
現
代
日
本
語
を
駆

使
し
て
簡
潔
な
経
文
を
生
き
生
き
と
し
た
物
語
へ
と
展
開
し
、
井
上
は
簡
明
で

哲
理
的
な
文
体
を
用
い
て
孔
子
の
生
の
知
恵
を
強
調
し
た
。
こ
う
し
た
言
語
の

工
夫
は
、
経
典
を
訓
詁
的
な
「
学
問
の
書
」
か
ら
一
般
読
者
向
け
の
教
育
的
読

物
へ
と
開
き
直
す
役
割
を
果
た
し
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
戦
後
日
本
に
お
け
る
孔
子
像
の
形
成
は
、
伝
統
的
な
注
釈

や
逐
語
訳
に
依
拠
す
る
の
で
は
な
く
、
選
択
・
置
換
・
適
応
を
通
し
て
「
文
学

化
」
と
「
教
育
化
」
の
二
重
の
目
的
を
実
現
し
、
教
材
や
課
外
読
物
の
教
育
的

機
能
を
強
化
し
て
い
た
と
い
え
る
。

（
二
）
異
文
化
間
の
差
異
：
日
本
と
中
国
の
孔
子
像

　

異
文
化
的
な
視
点
か
ら
見
る
と
、
日
本
と
中
国
に
お
け
る
孔
子
像
の
教
育
的

伝
播
に
は
明
確
な
差
異
が
認
め
ら
れ
る
。

　

１

、
日
本
の
孔
子
像
：
温
和
で
親
し
み
や
す
く
、
生
活
に
根
ざ
し
た
姿
。
下

村
や
井
上
の
作
品
に
お
い
て
、
孔
子
は
親
し
み
を
持
て
る
教
師
・
指
導
者
と
し

て
描
か
れ
、
困
難
に
直
面
し
て
も
「
道
」
を
貫
き
、
弟
子
の
心
情
に
寄
り
添
う

存
在
と
し
て
表
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
文
学
的
・
心
理
的
に
加
工
さ
れ
た
描

写
に
よ
っ
て
、
孔
子
像
は
青
少
年
の
日
常
的
経
験
に
接
近
し
、
人
格
教
育
に
資

す
る
重
要
な
資
源
と
な
っ
て
い
る
。

　

２

、
中
国
の
孔
子
像
：
経
典
的
・
権
威
的
で
、
原
典
に
忠
実
な
姿
。
一
方
、

中
国
の
中
学
校
に
お
け
る
課
外
推
薦
読
物
は
基
本
的
に
『
論
語
』
原
典
を
中
心

と
し
て
お
り
）
21
（

、
物
語
化
さ
れ
た
改
作
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。「
聖
人
」
と

し
て
の
孔
子
像
は
経
典
的
で
権
威
性
が
強
く
、
教
育
の
目
的
は
伝
統
の
継
承
と

道
徳
の
規
範
化
に
置
か
れ
て
い
る
）
22
（

。

　

３

、
差
異
の
意
義
。こ
の
よ
う
に
、日
本
の
課
外
読
物
に
お
け
る
孔
子
は
「
教

育
的
適
合
性
」
を
重
視
し
、
読
み
や
す
さ
と
人
格
陶
冶
を
強
調
す
る
の
に
対
し
、

中
国
で
は
「
経
典
の
継
承
」
を
重
視
し
、
儒
家
伝
統
の
規
範
的
効
力
を
維
持
し

よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
違
い
は
教
育
制
度
や
価
値
観
の
相
違
に
基
づ
く
だ
け

で
な
く
、
孔
子
が
異
文
化
的
伝
播
の
中
で
多
様
な
姿
を
取
り
得
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
。

（
三
）
文
化
的
意
義
：
戦
後
日
本
に
お
け
る
文
化
的
自
己
表
述

　

孔
子
像
の
再
構
築
は
、
テ
キ
ス
ト
の
改
作
の
産
物
で
あ
る
と
同
時
に
、
戦
後

日
本
の
文
化
的
志
向
や
教
育
的
価
値
観
を
反
映
し
て
い
る
。

　

１

、
穏
や
か
な
受
容
と
再
土
着
化
。
伝
統
と
現
代
、
西
洋
と
東
洋
と
の
緊
張

関
係
の
中
で
、
日
本
は
儒
教
経
典
を
全
面
的
に
排
除
す
る
の
で
は
な
く
、「
文

学
的
再
生
産
」
と
い
う
形
で
取
り
込
ん
だ
。
孔
子
は
戦
前
の
国
家
主
義
的
道
徳

の
象
徴
で
は
な
く
な
り
、
人
格
修
養
や
生
命
教
育
を
体
現
す
る
存
在
と
し
て
大

衆
の
も
と
に
回
帰
し
た
。

　

２

、
異
文
化
的
自
己
定
位
。
日
本
の
教
育
的
叙
事
に
お
い
て
、
孔
子
は
「
他
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者
」
で
あ
る
と
同
時
に
「
自
己
」
と
し
て
再
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
二
重
性

は
、
戦
後
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
背
景
の
も
と
で
、
日
本
が
書
き
換
え
と
再
解
釈

を
通
し
て
文
化
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
模
索
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

３

、
青
少
年
の
価
値
観
形
成
。
課
外
読
物
を
通
じ
て
伝
え
ら
れ
る
孔
子
像
は
、

「
自
己
修
養
」「
平
等
尊
重
」「
人
間
関
係
の
調
和
」
を
強
調
し
、「
身
分
秩
序
」

や
「
君
臣
関
係
の
服
従
」
と
い
っ
た
要
素
を
後
景
化
さ
せ
て
い
る
。
こ
う
し
た

価
値
観
は
戦
後
日
本
の
教
育
理
念
と
合
致
し
、
経
典
が
新
し
い
文
脈
に
お
い
て

異
な
る
文
化
的
機
能
を
担
う
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

以
上
、「
メ
カ
ニ
ズ
ム
│
差
異
│
意
義
」
と
い
う
三
つ
の
層
か
ら
戦
後
日
本

の
課
外
読
物
に
お
け
る
孔
子
像
の
再
構
築
過
程
を
整
理
し
た
。
下
村
湖
人
は
拡

張
的
か
つ
物
語
的
な
叙
述
に
よ
っ
て
孔
子
を
「
非
凡
な
求
道
者
」
と
し
て
描
き
、

井
上
靖
は
文
学
的
・
哲
理
的
な
筆
致
に
よ
っ
て
孔
子
を
「
永
遠
の
師
」
と
し
て

造
形
し
た
。
両
者
に
共
通
す
る
の
は
、
原
典
の
選
択
、
情
景
の
置
換
、
言
語
の

適
応
と
い
っ
た
体
系
的
操
作
を
通
じ
て
「
文
学
化
」
と
「
教
育
化
」
を
結
合
さ

せ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
中
国
の
中
学
校
課
外
読
物
に
お
け
る
孔

子
像
は
「
経
典
│
権
威
」
の
枠
組
み
に
と
ど
ま
り
、
日
本
の
孔
子
像
の
よ
う
な

温
和
さ
や
生
活
感
覚
は
乏
し
い
。
そ
の
差
異
は
、
孔
子
が
異
文
化
的
文
脈
の
中

で
多
様
な
解
釈
の
可
能
性
を
持
つ
こ
と
を
示
す
と
同
時
に
、
戦
後
日
本
が
伝
統

文
化
を
緩
や
か
に
受
容
し
、
土
着
的
に
再
編
し
て
い
く
文
化
的
論
理
を
映
し
出

し
て
い
る
。

む
す
び
に

　

本
稿
は
、
戦
後
日
本
の
中
学
校
課
外
読
物
を
対
象
に
、
下
村
湖
人
『
論
語
物

語
』
と
井
上
靖
『
孔
子
』
と
い
う
二
つ
の
代
表
的
改
作
作
品
を
中
心
に
据
え
、

孔
子
像
が
教
育
的
伝
播
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
、
再
構
築
さ
れ
て
き

た
か
を
考
察
し
た
。

　

分
析
の
結
果
、
戦
後
日
本
の
課
外
読
物
に
お
け
る
孔
子
像
は
明
ら
か
に
多
様

化
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
下
村
湖
人
は
、
困
難
に
あ
っ
て
も
道
を
貫

き
、
日
常
の
中
に
大
道
を
見
出
す
「
求
道
者
」
と
し
て
の
孔
子
を
造
形
し
、
井

上
靖
は
、
時
空
を
超
え
て
生
命
力
を
与
え
る
「
永
遠
の
師
」
と
し
て
の
孔
子
像

を
描
き
出
し
た
。
こ
れ
ら
の
造
形
は
、
戦
後
教
育
方
針
が
「
人
格
尊
重
」
へ
と

転
換
し
、
出
版
環
境
が
多
様
化
し
た
状
況
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
事
例
は
、
課
外
読
物
が
教
材
の
補
完
を
超
え
、
経
典
に
新
た
な
生

命
を
与
え
続
け
る
教
育
的
媒
体
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
戦
後
日
本
に
お

け
る
孔
子
像
は
、
戦
前
の
「
国
家
主
義
的
聖
賢
」
と
し
て
の
政
治
的
象
徴
か
ら

離
れ
、
文
学
化
・
人
間
化
を
経
て
、
青
少
年
の
人
格
形
成
や
文
化
理
解
の
資
源

へ
と
位
置
づ
け
直
さ
れ
た
。
中
国
の
課
外
読
物
が
経
典
的
権
威
を
保
持
す
る
の

に
対
し
、
日
本
の
孔
子
像
は
生
活
に
根
ざ
し
、
教
育
的
適
合
性
を
強
調
し
て
お

り
、
両
者
の
差
異
は
異
文
化
的
再
解
釈
の
可
能
性
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
。

　

も
っ
と
も
、
本
稿
で
扱
っ
た
二
つ
の
作
品
に
限
ら
れ
て
お
り
、
戦
後
日
本
に

お
け
る
孔
子
像
の
全
体
像
を
把
握
す
る
に
は
不
十
分
で
あ
る
。
今
後
は
、
他
の
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改
作
作
品
や
漫
画
、
映
像
作
品
、
さ
ら
に
は
教
育
現
場
で
の
実
態
調
査
に
ま
で

視
野
を
広
げ
る
こ
と
で
、
現
代
東
ア
ジ
ア
教
育
に
お
け
る
孔
子
像
の
動
態
的
変

容
と
文
化
的
意
義
を
よ
り
包
括
的
に
明
ら
か
に
で
き
る
だ
ろ
う
。

注

（
１

） 　

岡
山
県
で
は
２

０

１

１

年
に
『
論
語
カ
ル
タ
』
を
用
い
た
課
外
活
動
が
実
施
さ
れ
、

ま
た
栃
木
県
足
利
市
で
は
２

０

２

１

年
か
ら
２

０

２

３

年
に
か
け
て
、
三
年
連
続
で
中

小
学
生
を
対
象
と
し
た
「
論
語
カ
ル
タ
大
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。

（
２

） 　

原
文
：「
凡
春
秋
二
仲
月
上
丁
、
釈
奠
先
聖
先
師
、
親
王
以
下
群
官
就
大
学
寮
親
講
経
、

少
納
言
・
弁
・
外
記
・
史
率 

史
生
・
左
右
史
生
・
官
掌
等
、
同
向
検
校
、
講
畢
給
酒
食
」。

（
３

） 　
『
菅
家
文
草
』
の
作
者
で
あ
る
菅
原
道
真
は
、「
学
問
の
神
」
と
し
て
讃
え
ら
れ
て
い

る
。
彼
は
か
つ
て
詩
を
作
り
、
こ
う
詠
ん
だ
。「
仲
春
釋
奠
，
聽
講
《
論
語
》
同
賦
為

政
以
德
，
君
政
萬
機
此
一
經
，
乘
龍
不
忘
始
收
螢
。
北
辰
高
處
無
為
德
，
疑
是
明
珠
作

眾
星
」。

（
４

） 　

一
七
八
四
年
に
描
か
れ
、
現
在
は
早
稲
田
大
学
中
央
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る

『
釈
奠
年
中
行
事
絵
巻
』
を
参
照
。

（
５

） 　
『
庚
戌
釈
菜
記
』
の
記
載
に
よ
れ
ば
、
林
羅
山
は
『
中
庸
』・『
詩
経
』
お
よ
び
『
春
秋
』

の
典
故
を
引
い
て
、
孔
子
誕
生
の
際
に
現
れ
た
と
さ
れ
る
「
麒
麟
・
二
龍
・
五
老
」
の

伝
説
を
肯
定
し
て
い
る
。
中
村
習
斎
『
釈
奠
類
説
』〔
日
本
蓬
左
文
庫
蔵
〕。

（
６

） 　

今
中
寛
司
・
奈
良
本
辰
編
『
荻
生
徂
徠
全
集
』〔
東
京
：
河
出
書
房
、
一
九
七
三
年
〕、

五
八
四
頁
。

（
７

） 　

藤
田
東
湖
（
一
八
〇
六
│
一
八
五
五
）、
水
戸
藩
主
徳
川
斉
昭
ら
の
見
解
も
参
照
に

値
す
る
。
福
田
耕
二
郎
校
注
『
水
戸
学
神
道
大
系 

論
説
編
15
』〔
東
京
：
神
道
大
系
編

纂
会
、
一
九
八
六
年
〕，
三
九
一
頁
。

（
８

） 　
『
教
育
基
本
法
』（
前
文
）
わ
れ
ら
は
、
個
人
の
尊
厳
を
重
ん
じ
、
真
理
と
平
和
を
希

求
す
る
人
間
の
育
成
を
期
す
る
と
と
も
に
、
普
遍
的
に
し
て
し
か
も
個
性
ゆ
た
か
な
文

化
の
創
造
を
め
ざ
す
教
育
を
普
及
徹
底
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
９

） 　

戦
後
に
お
け
る
『
論
語
』
関
連
の
課
外
読
物
は
数
多
く
存
在
す
る
が
、
筆
者
は
二
〇

〇
一
年
か
ら
二
〇
二
四
年
２

月
ま
で
に
ア
マ
ゾ
ン
で
販
売
さ
れ
て
い
る
青
少
年
向
け

『
論
語
』
読
物
に
つ
い
て
の
み
調
査
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
関
連
読
物
は
実
に
一
二

二
種
類
に
及
ん
で
い
る
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
潘
呈
『
日
本
中
学
校
に
お
け
る
「
論
語
」

の
教
育
的
伝
播
に
関
す
る
研
究
（
一
九
四
五
〜
二
〇
二
四
）』
蘇
州
大
学
博
士
論
文
、

二
〇
二
五
年
を
参
照
。

（
10
）〜（
14
）　

引
用
は
い
ず
れ
も
下
村
湖
人
『
論
語
物
語
』〔
東
京
：
興
陽
館
、
二
〇
二
一
年
〕

に
よ
る
。

（
15
）〜（
18
）　

引
用
は
い
ず
れ
も
井
上
靖
（
著
）・
鄭
民
欽
（
訳
）『
孔
子
』〔
北
京
：
人
民

日
報
出
版
社
，
１

９

９

０

年
〕
に
よ
る
。

（
19
） 　

手
術
は
五
時
間
以
上
か
か
る
大
き
な
も
の
に
な
る
と
聞
い
て
、
生
死
の
ほ
ど
は
天
に

任
せ
る
ほ
か
な
い
と
思
っ
た
。（
中
略
）
最
後
の
と
こ
ろ
は
、
こ
れ
ま
た
天
に
任
せ
る

と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。

│
│
「
手
術
で
得
た
天
命
へ
の
理
解
」
平
成
元
年
十
二
月

井
上
靖
『
井
上
靖
全
集
』〔
東
京
：
新
潮
社
、
一
九
九
七
年
〕、pp.771‒772

。

（
20
） 　
「
こ
れ
か
ら
戦
場
に
赴
く
気
持
ち
だ
よ
。
助
か
る
か
も
し
れ
な
い
し
、
助
か
ら
な
い

か
も
し
れ
な
い
。」

│
│
浦
城
幾
世
「
没
後
30
年
・
井
上
靖
を
長
女
が
語
る
『
天
命
と
は
…
…
ガ
ン
手
術
後
、

集
中
治
療
室
で
講
義
を
始
め
た
父
』」『
婦
人
公
論.jp

』﹇EB/O
L

﹈，
２

０

２

１

年
１

月
29
日
公
開
（
２

０

２

４

年
11
月
23
日
閲
覧
）、https://fujinkoron.jp/articles/-/3 

269?page=3

。

（
21
） 　

中
国
の
中
学
校
国
語
教
科
書
『
語
文
七
年
級
上
』
に
は
、
推
薦
読
物
に
関
し
て
「
課

後
に
自
主
的
に
『
論
語
』
を
読
み
、
自
分
が
最
も
気
に
入
っ
た
部
分
を
抜
き
書
き
し
、

そ
の
理
解
を
述
べ
る
こ
と
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
に
課
外
読
物
の
推
薦
は

示
さ
れ
て
い
な
い
。

（
22
） 　

参
照
：
拙
稿
『
日
本
中
学
校
に
お
け
る
「
論
語
」
の
教
育
的
伝
播
に
関
す
る
研
究
（
一

九
四
五
〜
二
〇
二
四
）』
蘇
州
大
学
博
士
論
文
、
二
〇
二
五
年
。
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参
考
文
献
（
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
）

班 

婷
「
淺
析
日
本
道
德
教
育
的
內
容
變
遷
│
│
以
「
道
德
的
時
間
」
為
中
心
」『
台
湾
教
育

評
論
月
刊
』
二
〇
二
四
年
第
十
三
号
、
一
三
六
│
一
八
二
頁
。

貝
塚
茂
樹
『
孔
子
』
岩
波
書
店
〈
岩
波
新
書
〉
一
九
五
一
年
。

陳 

喜
儒
「
聽
井
上
靖
談
孔
子
」『
南
大
日
本
学
研
究
』
二
〇
二
三
年
第
２

巻
０

号
、
二
七
一

頁
。

大
橋
敦
夫
「『
論
語
』
の
授
業
の
ひ
と
工
夫
│
│
中
学
校
国
語
科
・
漢
文
教
材
の
発
展
的
学

習
」『
紀
要
』
二
〇
二
二
年
第
45
号
、
一
〜
九
頁
。

高 

潔
「
日
本
近
代
文
學
中
孔
子
形
象
的
流
變
│
│
由
小
說
《
麒
麟
》
中
的
「
子
見
南
子
」

說
起
」『
中
国
比
較
文
学
』
二
〇
二
〇
年
第
２

号
、
一
四
六
〜
一
六
〇
頁
。

高 

陽
「『
今
昔
物
語
集
』
及
日
本
中
世
的
孔
子
故
事
│
│
禮
讚
與
諷
刺
之
間
」『
日
語
学
習

與
研
究
』
二
〇
一
一
年
第
２

号
、
五
一
│
五
八
頁
。

萩
原
沙
織
『
第
二
学
年
国
語
科
学
習
指
導
案
』
千
葉
県
立
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
二
三

年
〔
研
究
報
告
〕。

井
上
靖
『
孔
子
』
新
潮
社
、
一
九
八
九
年
。

金 

培
懿
「『
論
語
』「
物
語
」
化
│
近
代
日
本
文
化
人
之
讀
《
論
語
》
法
及
其
省
思
」『
成
大

中
文
学
報
』
二
〇
一
一
年
第
35
号
、
二
三
〜
二
五
頁
。

金
谷
治
『
人
類
の
知
的
遺
産
④ 

孔
子
』
講
談
社
、
一
九
八
〇
年
。

今
中
寛
司
・
奈
良
本
辰
編
『
荻
生
徂
徠
全
集
』
東
京
：
河
出
書
房
、
一
九
七
三
年
、
五
八
四

頁
。

子
安
宣
邦
『
孔
子
の
学
問
│
│
日
本
人
は
い
か
に
「
論
語
」
を
読
ん
だ
か
』
上
海
：
三
聯
書

店
、
二
〇
一
七
年
、
五
頁
。

劉 

岳
兵
『
中
日
近
現
代
思
想
與
儒
学
』
北
京
：
三
聯
書
店
、
二
〇
〇
七
年
、
一
〇
三
〜
一

〇
四
頁
。

劉 

萍
『「
論
語
」
與
近
代
日
本
』
北
京
：
中
国
青
年
出
版
社
、
二
〇
一
五
年
。

李 

俄
憲
「
日
本
文
學
中
子
路
形
象
的
變
異
與
『
史
記
』」『
外
国
文
学
研
究
』
二
〇
〇
六
年

第
５

号
、
一
二
一
〜
一
二
七
頁
。

盧 

茂
君
『
井
上
靖
的
中
國
題
材
歷
史
小
說
探
究
』
吉
林
大
学
博
士
論
文
、
二
〇
〇
八
年
、

一
三
三
頁
。

鈴
木
駿
『
岩
手
大
学
教
育
学
部
附
属
中
学
校
』
二
〇
二
〇
年
〔
研
究
報
告
〕。

潘
呈
『「
論
語
」
在
日
本
初
中
教
育
的
傳
播
研
究
（
一
九
四
五
〜
二
〇
二
四
）』
蘇
州
大
学
博

士
論
文
、
二
〇
二
五
年
。

唐
沢
富
太
郎
『
教
科
書
の
歴
史
』
東
京
：
創
文
社
、
一
九
五
六
年
。

鉄 

凝
「
猜
想
井
上
靖
的
筆
記
本
」『
人
民
日
報
』
二
〇
〇
七
年
六
月
。

内
田
虎
六
「
詩
的
勢
力
と
道
徳
勢
力
」『
下
村
湖
人
全
集
』
第
十
巻
、
東
京
：
池
田
書
店
、

一
九
六
五
年
、
二
一
八
頁
。

宇
野
哲
人
『
論
語
新
釈
』
東
京
：
講
談
社
学
術
文
庫
、
一
九
九
四
年
、
一
一
頁
。

王 

忠
林
「
孔
子
造
像
溯
源
」『
文
芸
争
鳴
』
二
〇
一
〇
年
第
22
号
、
八
八
頁
。

邢 

千
里
『
中
國
歷
代
孔
子
圖
像
演
變
研
究
』
山
東
大
学
博
士
論
文
、
二
〇
一
〇
年
。

邢 

永
鳳
・
李 

月
珊
『
孔
子
在
日
本
』
杭
州
：
浙
江
人
民
出
版
社
、
二
〇
二
一
年
、
三
四
頁
。

楊 

旭
「
先
哲
的
弱
化
│
│
日
本
孔
子
塑
像
的
本
土
演
變
」『
美
術
観
察
』
二
〇
二
三
年
第
４

号
、
六
八
│
六
九
頁
。

吉
川
幸
次
郎
『
中
国
の
知
恵
│
│
孔
子
に
つ
い
て
』
新
潮
社
、
一
九
五
八
年
。

吉
田
茂
樹
「
戦
後
の
古
典
教
育
を
方
向
づ
け
た
時
代
的
要
請
│
│
中
学
校
学
習
指
導
要
領
と

時
代
的
背
景
と
の
対
照
を
通
し
て
」『
高
知
大
学
教
育
学
部
研
究
報
告
』
二
〇
一
六
年
、

一
〜
一
七
頁
。

白
川
静
『
孔
子
伝
』
中
央
公
論
社
、
一
九
七
一
年
。

趙 

楊
「
太
平
洋
戰
爭
下
的
「
正
義
」
之
歌
│
│
中
島
敦
《
弟
子
》
論
」『
外
国
文
学
評
論
』

二
〇
一
四
年
第
３

号
、
八
六
〜
九
七
頁
。


